
神楽衣裳
大畑や　代表   大畑  公人

（おおはた・きみひと）

　島根県西部石見地方は、石見神楽が盛んな地として知
られており、神楽を継承する団体も150団体を超えるほ
どの神楽大国である。
　他地方の神楽に比べると勇壮で絢爛な舞、衣裳が特長
である。
　私が神楽を始めたのが、６歳の時に地元の子供神楽に
入団した。そのうち今から17年前に江津市で若者たちが
集まり「大都神楽団」を結成した。

　大都神楽団を立ち上げた当初は衣裳もなく私が自分で
作った衣裳を使用し、公演を行っていたが、それだけで
は回らず老舗の衣裳屋に注文しに行ったが、完成まで２
～３年待ちとのことだった。150の団体に対し、市内の
衣裳屋が４件しかなく、衣裳が欲しい時に手に入らない
状況だった。また、衣裳業界の年齢層が高く、後継者の
問題も浮上していたので私が出来ないかと思い、独学で
勉強し５年前に「神楽衣裳大畑や」を設立した。

　近代化が進む中でも神楽衣裳は全て手作業で行う。一
針一針丹精を込めて製作するので、完成した時の喜びは
大きい。しかし、一着を製作するのに１ヶ月～２ヶ月と
いう日数がかかり、根気と忍耐が必要です。

　現在は神楽衣裳だけに留まらず、贈答品や民芸品、各
種舞台衣裳からも注文を受けている。中でも大衆演劇の

花魁などの注文が多くなってきている。
　神楽衣裳は昔ながらの「龍」「トラ」などのデザイン
で構成していくが、演劇の衣裳は「ドクロ」「金魚」「不
動明王」など今まで作った事のないデザインを求められ、
刺繍技術を活かした新たな分野にも挑戦している。

　現在、新品の衣裳だけではなく、古い神楽衣裳の修理
やリメイクなども行っている。修理する衣裳からは60
年前の新聞紙が出てきて、衣裳の歴史を感じられる。刺
繍を足したり裏地を替える事で60年前の衣裳が息を吹
き返えし、舞台で活躍するようになる。「大畑や」の衣
裳も60年、70年と長く着ていただけるように、日夜精
進を重ねております。

美月京太郎一座
　平成17年浜田に新たな芸能をと大衆演劇集団を結成
しました。はじめは、神楽に取り入れられないかと思い
プロの劇団を見に行くようになりましたが、見ているう
ちに自分もやりたいと思うようになり友人、家族と共に
「美月京太郎一座」として活動を始めました。
　老人ホーム、奉納などの公演のほか、現在では広島県
の温泉などの劇場公演もあり、芝居、舞踊を行っており
ます。浜田に根付く団として今後も頑張って参ります。

第4回目となる今回は、浜田市と歴史的なご縁が深い、
松坂藩（現三重県松阪市）と関係のある寺院などを巡る
コースを紹介します。

　浜田城跡を発着地として、元浜町の極楽寺、真光町の
観音寺・宝珠院、そして蛭子町の長安院跡を歩くコース
です。浜田藩初代藩主古田重治公は、約400年前に松坂
から転封となり、浜田城を築きました。
　先ず極楽寺へ向かいます。古田重治公が松坂から浜田
へ到着したとき、仮の居館としたと言われています。ま
た、お寺の裏には徳川秀忠公の拝み墓があります。

　港からの潮風を味わいながら、観音寺へ向かいます。
松阪の国学者本居宣長の高弟であった浜田藩家臣小篠敏
の墓があります。浜田藩第12代藩主の松平康定公は、
本居宣長から源氏物語の講釈を受けたお礼に、駅鈴のレ
プリカを送ったと言われています。
　３分ほど歩くと宝珠院に着きます。浜田藩第２代藩主
古田重恒が、重治と自身の菩提寺として建立しました。
重恒の供養墓である五輪塔を見ることができます。
　長安院跡には歴代藩主の分霊墓があります。現在、本
堂は三隅町の龍雲寺に移築されています。

『松坂藩ゆかりの寺院巡り』
　　　　　ウォーキングコース

健康なカラダを維持するために必要な、適度な
運動を、より楽しくより長く継続していただけ
るように、浜田市内のオススメのウォーキング
コースをご紹介します。
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●問い合わせ先
　浜田市産業経済部 観光交流課 交流推進係
　☎0855-25-9202

距　離 約3.4km

所要時間 約60～ 90分

●運動前には健康チェックを行いましょう　●動きやすい服装で運動しましょう　●自分のペースで無理をせず、交通ルールを守って安全対策に努めましょう
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